
現代は、これまで物質的な豊かさ

を追求してきた人類がサスティナブル

（持続可能な）社会の形成へと舵を

切る転換点にあたるといえる。

今や「低炭素社会の実現」は、世

界の意思と言ってもいい。加速して

いくその流れにあって、ICT業界はど

のような役割を果たせるのか。そし

て、そこにはどのようなビジネスチャ

ンスがあるのだろうか。

1つ、重要な指摘がある。

現在、我々が抱える最大の課題は、

エネルギー消費を抑えて地球環境を

守ることと、経済を発展させるという、

相反する2つの活動を、どう両立させ

ていくかということにある。この「経

済と環境の両立」という難問につい

て、「ICTはそれを解く鍵になる」と

語るのは、グリーンIT推進協議会の

調査分析委員会の委員長も務める、

富士通・環境本部環境企画統括部長

の朽網道徳氏だ。

「ICT業界に関わるあらゆる人・企

業が、ソリューションを提供すること

で温暖化防止、環境保全に貢献する

ことができる。これは、社会貢献をし

ようとすればするほど、ビジネスもま

たうまく回っていくということ。幸運に

もICT業界では、社会全体の方向性

とビジネスの方向性が一致している」

ICT業界のすべてのプレイヤーは、

そうした特異な立場にあるのだ。

グリーンを実現する二本の柱

朽網氏が語っているのは、Part1

でも触れた「グリーン by ICT」の視

点である。ここで、低炭素社会の実

現に向けてICTが果たすべき役割を

整理しておくことにしよう。

「グリーンICT」の取り組みは、大

きく2つに分けられる（図表2-1）。

1つは、ICT機器やソフトウェア等

が消費するエネルギーの削減。つま

り、「グリーン of ICT」だ。そしても

う1つが、あらゆる社会活動において

消費されるエネルギーをICTの力を

活用して削減しようという、より積極

的な取り組みを指す「グリーン by

ICT」である。
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稼げる「グリーンICT」特集

社会貢献が利益を生む
Part2

ICT自身の省エネ化・CO2排出削減を図る「グリーン of ICT」と、ICTの活

用で環境負荷を軽減する「グリーン by ICT」。そのソリューションにはどの

ようなものがあるのだろうか。 文◎坪田弘樹（本誌）

2つの「グリーンICT」

グリーン　of　ICT グリーン　by　ICT

ICTの�
環境負荷低減�

ICT機器等の使用によるCO2排出量を削減� ICTで�
環境負荷低減�

ICT利活用によりCO2排出量を削減�

データセンター�

サーバーの省電力化�

サーバーの統合／集約�

ハウジング�

空調・温度管理の効率化�

クリーンエネルギー利用�

ネットワーク�

機器の省電力化� 仮想化�

ネットワークのシンプル化�

PC等の省電力化�

オフィス等�

ITリソース管理�

クラウド�

リサイクル�

バーチャルモビリティ�
～社会経済活動に伴う人・モノの移動の削減および効率化～�

テレビ会議�

Eラーニング�

テレワーク�

遠隔医療�

センサーネットワーク�

電子メディア� ITS

TSCM

電子取引�

エネルギー消費量�
の見える化�

ICT活用による省エネ活動の�
効果測定・費用対効果の把握�

エネルギーマネジメント�
システム（EMS）�

エネルギー消費機器の自動制御による�
エネルギー消費量の低減�

図表2-1 「グリーン of ICT」と「グリーン by ICT」


